
　

4
月
13
日
㈮
、
鷲
別
小
学
校
で
『
縄
文
出
前
講
座
』

（
市
主
催
）
が
開
か
れ
、
同
校
の
6
年
生
約
40
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
市
内
で
発
掘
さ
れ
た
土
器
な
ど
に

触
れ
な
が
ら
、
縄
文
時
代
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

初
め
に
、
講
師
を
務
め
る
市
の
菅か

ん

野の

修の
ぶ

広ひ
ろ

学
芸
員

が
、
縄
文
人
の
生
活
や
文
化
、
食
べ
物
、
顔
の
特
徴

を
解
説
し
た
後
、
子
ど
も
た
ち
は
、
市
内
で
出
土
し

た
土
器
や
矢
尻
を
手
に
取
り
、
感
触
や
重
さ
な
ど
を

確
か
め
な
が
ら
、
縄
文
時
代
の
生
活
の
様
子
を
想
像

し
て
い
ま
し
た
。

　

4
月
14
日
㈯
、
市
民
会
館
で
『
週
末
よ
し
も
と　

ほ
っ
こ
り
お
笑
い
ラ
イ
ブ
』
（
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振

興
財
団
主
催
）
が
行
わ
れ
、
パ
ン
ク
ブ
ー
ブ
ー
や
楽

し
ん
ご
、
く
ま
だ
ま
さ
し
な
ど
が
漫
才
や
コ
ン
ト
な

ど
で
、
観
客
を
笑
い
の
渦
へ
巻
き
込
み
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
家
族
連
れ
の
観
客
も
多
く
、
子
ど
も
た

ち
は
手
作
り
の
う
ち
わ
や
、
元
気
な
リ
ア
ク
シ
ョ
ン

で
出
演
者
た
ち
を
盛
り
上
げ
、
会
場
は
一
体
感
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
な
ど
が
当
た
る
大

抽
選
会
で
も
出
演
者
た
ち
は
軽
妙
な
話
術
で
観
客
を

魅
了
。
最
後
ま
で
笑
い
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

4
月
8
日
㈰
か
ら
、
郷
土
資
料
館
に
約
70
匹
の
こ
い
の
ぼ
り
が
掲
げ
ら
れ
、

道
行
く
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
い
の
ぼ
り
は
、
5
月
5
日
の
こ
ど
も
の
日
を
前
に
、
郷
土
資
料
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
『
Ｓ
Ｌ
Ｇ
』
の
協
力
を
得
て
、
毎
年
こ
の
時
期
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
も
の
で
、
市
民
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
を
中
心
に
、
黒
や
赤
、
青
の
マ

ゴ
イ
、
ヒ
ゴ
イ
な
ど
が
大
空
を
勢
い
良
く
泳
い
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
郷
土
資
料
館
で
は
、
4
月
1
日
㈰
か
ら
五
月
武
者
人
形
展

も
開
か
れ
、
昭
和
初
期
製
作
の
も
の
を
は
じ
め
、
市
民
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
武
者

人
形
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
催
し
は
5
月
5
日
㈯
ま
で
行
わ
れ
、
そ
の
間
、
小
・
中
学
生
は
郷
土
資

料
館
に
無
料
で
入
館
で
き
ま
す
（
5
月
1
日
㈫
・
2
日
㈬
は
休
館
日
）
。
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▲縄文土器に実際に触れる子どもたち

▲漫才を披露するパンクブーブーの 2人

▲大空を泳ぐこいのぼり
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